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る
た
め
、
地
域
の
方
々
の
協
力
の
も

と
、
年
間
を
通
し
て
、
町
内
施
設
で

毎
週
水
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
を
通
じ
て
、
毎
月
、
案
内
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
海
田

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

�

定
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
❖
季
節
の
遊
び
や

お
や
つ
作
り
な
ど
様
々
な
体
験
活
動

を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
団
子
作
り

や
工
作
な
ど
、
毎
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

変
わ
り
ま
す
。

　
４
月
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

学
び
の
広
場
❖
学
習
支
援
ス
タ
ッ
フ

が
、
や
さ
し
く
算
数
・
国
語
の
勉
強

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日
15
時
～
17
時　
海
田

児
童
館　

持
ち
物
❖
宿
題
・
ふ
で
ば
こ

設
な
ど
の
在
学
者

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
❖
４
月

～
翌
年
３
月

受
付
窓
口
❖
住
民
課
（
役
場
１
階
）

ま
た
は
年
金
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の
❖
年
金
手
帳
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
通
知
カ
ー

ド
）、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）、

認
印
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

※�

学
生
証
の
コ
ピ
ー
を
持
参
す
る
場

合
、表
裏
の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。

※�

在
学
証
明
書
は
、
必
ず
原
本
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

害
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

発
達
障
害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、

だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
で
も
、
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

の
４
月
２
日
か
ら
８
日
を
発
達
障
害

啓
発
週
間
と
し
て
位
置
づ
け
、毎
年
、

啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
閉
症
・
発
達
障

害
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
〝
ブ

ル
ー（
青
）〟
は
、「
癒
し
」
や「
希
望
」

を
意
味
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

縦
覧
に
必
要
な
も
の
❖
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
、
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
（
本
人
確
認
の
た
め
）

　
閲
覧
と
は
、
自
己
の
資
産
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
た
固
定
資
産
課
税
台
帳

を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。
借
地
・

借
家
人
な
ど
は
、
そ
の
使
用
・
収
益

の
対
象
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
の
課

税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人
❖
町
固
定
資
産
税
納

税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
借
地
・

借
家
人
な
ど

閲
覧
期
間
❖
通
年

閲
覧
場
所
❖
税
務
課
（
役
場
１
階
）

閲
覧
に
必
要
な
も
の
❖
納
税
義
務

者
・
納
税
管
理
人
：
運
転
免
許
証
な

ど
（
本
人
確
認
の
た
め
）、
借
地
・

借
家
人
な
ど
：
そ
れ
を
証
明
す
る
書

類
（
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
）
と
運
転

免
許
証
な
ど

※�

本
人
・
同
居
の
親
族
以
外
の
人
が

縦
覧
や
閲
覧
す
る
場
合
、
前
述
の

も
の
に
加
え
て
委
任
状
が
必
要
で

す
。

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
国

民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
を
退
職
し

た
と
き
は
、
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年

金
へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

インフォメーション インフォメーション

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

一
貫
田
自
治
会
が
使
用
す
る
防
災
倉

庫
を
整
備
し
ま
し
た
。
活
動
に
用
い

る
資
機
材
の
適
切
な
保
管
・
管
理
を

行
う
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
自
主
防
災
活
動
の
円
滑
化
を
図
り

ま
す
。

　
小
学
生
を
対
象
に
放
課
後
の
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
活
動
場
所
を
設
け

催　
　
　
し

募　
　
　
集

お
知
ら
せ

催　
　
　
し

募　
　
　
集

お
知
ら
せ

平成30年７月豪雨災害支援金の状況（平成31年2月受納分）平成30年７月豪雨災害支援金の状況（平成31年2月受納分）

寄附総額（2月受納分）　201,500円 寄附総額　23,089,780円
【公表をご了承いただいた方（敬称略）】
　１．法人・団体の方（２月受納分）

　　  法人・団体名 住所 寄附額 　

財政課　☎823－9201
蕭823－9203

　「平成30年7月豪雨災害」に際しまして、多くの皆さまにご支援のお申し出を頂きましたことに、心から感謝申し上
げます。支援金に関しましては、海田町の被災者生活再建支援及び災害復旧・復興に活用させて頂きます。

長谷寺仏教婦人会 海田町 201,500 円

高齢者の居場所づくり事業補助金高齢者の居場所づくり事業補助金 長寿保険課　☎823－9609
蕭823－9627

　地域の活性化のための補助金です。申請について気軽に
相談してください。　

　自治会が運営する高齢者の居場所づくりに要する経費の
一部を助成することで、常設型サロンの設置を促進し、高齢
者の孤立化の防止や認知症の早期発見、地域での見守り・支
援を進めることを目的とします。

　高齢者の居場所を運用する自治会

　居場所（サロン）とは、自治会が開設し、高齢者が自由に集
い、そこでの交流を通じて、地域から孤立することなく、高齢
者同士、また、高齢者と若者や子ども達との交流を図ること
ができるよう設置され、次の要件を全て満たしていることで
す。
・自治会が主体となって運営されているもので、利用対象者
の誰もが自由かつ気軽に利用できるよう設置されている

・屋内に限らず行事も含め高齢者の外出の機会を提供でき
るものについて対象とする。ただし、サークル活動とみなさ
れるものについては、対象外

・営利や政治的、宗教的活動を目的としない
・活動については、世話人が安全を配慮する
・月1回以上（年間10日以上）の活動を実施している
・海田町内に居住する概ね65歳以上の高齢者5名以上を含
めた利用者が見込まれる

・利用料については、飲食費や材料費などの実費負担を除
き、無料である

 目　的 

補 助 金

 対　象

 居場所（サロン）の定義 

※運営経費補助金を申請している
　自治会で、1回限りです。

運営経費補助金

各自治会で購入品検討

見積書取得

補助金申請

交付決定

備品購入

実績報告

補助金支払確定

各自治会で
計画検討

補助金申請

交付決定

補助金支払い
（概算払い）

実績報告

確定

備品等購入経費補助金

５
月
31
日
ま
で

（
１
年
目
を
除
く
）

翌
年
４
月
30
日

ま
で

運営経費
年間開所日数 補助金上限額（年額）

10～23日（月１日程度） 10,000円
24～47日（隔週１日程度） 20,000円
48～143日（週1～2日程度） 40,000円
144日～（週3日以上） 70,000円

備品等購入経費（※１回限り）
補助対象経費 補助金上限額（年額）

常設化に向けた取り組みのために
必要な備品などの購入費 50,000円

補助金申請の流れ

福 祉

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
も
、
国
民
年
金

へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

※�

退
職
と
同
時
に
会
社
員
等
の
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
る
人
は
、
配
偶
者

の
勤
務
先
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

受
付
窓
口
❖
住
民
課
（
役
場
１
階
）

ま
た
は
年
金
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の
❖
年
金
手
帳
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
通
知
）
カ
ー

ド
、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）、

認
印
、
厚
生
年
金
保
険
等
資
格
喪
失

証
明
書
（
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
な
ど
、
失
業
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写

し
）

平
成
31
年
度
分
の
申
請
が
、
４
月
か

ら
受
付
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生

で
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
利
用
で
き
ま
す
。
制
度
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
年
度
ご
と
の
申

請
が
必
要
で
す
。

対
象
者
❖
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
１
年
以

上
で
あ
る
課
程
）、
そ
の
他
教
育
施

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

問
広
島
南
年
金
事
務
所

☎
2
5
3ｰ

7
7
1
0

住

民

課

☎
8
2
3ｰ

9
2
0
6

税・年金

毎
年
４
月
２
日
は　
国
連
の
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す

問
こ

ど

も

課

☎
８
２
３ｰ

9
2
2
7

蕭
8
2
3ｰ

9
6
2
7

その他

～
会
社
を
退
職
し
た
人
へ
～

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

問
広
島
南
年
金
事
務
所

☎
2
5
3ｰ

7
7
1
0

住

民

課

☎
8
2
3ｰ

9
2
0
6

税・年金

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ

の
助
成
金
）
で
防
災
倉
庫
を
整
備
し

ま
し
た

問
生
活
安
全
課

☎
８
２
３ｰ

9
2
0
8

蕭
8
2
3ｰ

7
9
2
7

その他

月 日 会　場 時　間 活動内容

4
10㈬ ひまわりプラザ

15時30分
　 ～17時

アイロン
ビーズ
参加費：
50円

17㈬ 福祉センター
24㈬ 町民センター

放
課
後
子
供
教
室
の
開
催

問
生
涯
学
習
課

☎
8
2
3ｰ

9
2
1
7

蕭
8
2
3ｰ

9
2
5
6

その他

海田の学びと歴史文化の拠点づくり海田の学びと歴史文化の拠点づくり
～（仮称）海田公民館・（仮称）織田幹雄記念館建設～～（仮称）海田公民館・（仮称）織田幹雄記念館建設～

生涯学習課
　☎823－9217

　2020年４月の開館を目指して建設工事が進んでいます。コンクリート打ち放しを基本とする建物ですが、内壁・外壁
ともに杉の木目を写したデザインを多く用いており、温かみを感じることができる仕上がりとなっています。

第4回 その他


